






〔要約〕 

未熟出身児で MBD の蓋診された 5症例の周産期歴について調査した。その結果,この 5症例

において最も目立っ要因は 3症例にみられた仮死と著明な呼吸窮迫の合併症状と2症例に

みられた振戦を伴う低血糖症である。 

またこれら 5症例は出生体重 1,552g の 1 例をのぞきすべて極小未熟児である。 

今後これらの結果を feed back して未熟児保育にあたることが必要であると思われる。 


